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[技術の利用例] 

・手法： 医薬品代謝物や関連物質をバルク 
 スケールで調製すべく、アルコールを分子 
 内に有する有機化合物をアセチル化し、リ 
 パーゼ等の酵素触媒存在下、水またはイ 
 ソプロピルアルコール・シクロペンタノール 
 等を作用させ、加水分解やエステル交換を 
 進行させる。 
 
・関連する機器、設備など： 反応における位 
 置・立体選択性をNMR・HPLC等で評価、ク 
 ロマトグラフィーによって分離し、有用物質 
 を得る。 
 
・技術として有用な点： 保護基の導入・脱保 
 護の繰り返しによる多段階処理を回避する 
 ことが可能になり、また、ラセミ体の速度論 
 的光学分割によって、純粋な鏡像異性体を 
 簡便に調製できる。 
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